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１ 主題設定理由 

 算数科の学習において、数学的な思考力・表現力を育成するために、次のように指導過程を整え

ていくことが大切である。 

まず、児童の実態を把握し、その要因を分析する。次に、内容の系統性・連続性を含めて単元の

構想をもち、指導内容を重点化して単元指導計画を作成する。その際、子どもの目指す姿を明確に

する。そして、授業の中で、筋道を立てて思考し表現できる児童の育成を目指す。その具体的な姿

として、「言葉・数・式・図」などを活用した算数的活動を通して思考できる児童を育成したい。 

思考の足場となるものとして、具体物からテープ図、テープ図から数直線へと小学校の算数科の

指導内容で移行している。数量関係や位置関係などを視覚的に表現でき、思考の手立てとして数直

線はとても有効であると考えてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、子どもたちは、算数的活動の基本である「言葉・数・式・図・そして、数直線」と

いった学習活動の方法を知らないという実態が明らかになった。 

また、昨年度担任した６年生も、「分数のかけ算」という単元で、「言葉・数・式・図・数直線」

を使って立式や計算の仕方を考えたが、自分でさまざまな方法で考えることができず、考え方も一

通り思いついたらそれでもう思考をやめてしまう子どもが多かった。さらに、数直線の有効性も感

じることができない児童が多かった。 

そこで、文章問題の立式や計算の仕方を考えるための「数直線の有効性」や、その他の算数的活

動の「言葉・数・式・図」との関連を大切にしながら指導し、その有効性に気付かせ、活用させた

いと考え、このテーマを設定した。 

２ 研究仮説 

 文章問題の立式や計算の仕方を考えるために、 

Ⅰ：文章問題の数量関係を捉え、数直線上の示し方を理解し、（理解） 

Ⅱ：数直線やその他の算数的活動「言葉・数・式・図」との関連性を大切に示しながら、活用する

ことで「数直線の有効性」が実感でき、（実感） 

Ⅲ：その他の多くの文章問題においても、文章問題の数量関係を捉え、数直線を活用することがで

きれば、（活用） 

文章問題に対して苦手意識をもったり、困ったりすることなく立式し、解くことができるように

なるだろう。 

子どもの思考力・表現力を高める指導のあり方 
～思考の手立てとなる数直線指導～ 

可児市立今渡北小学校 

                       原 幸三郎  木村 哲也 

＜児童の実態＞ ～児童３１名～ 

子どもたちに、「算数は好きですか」という質問をしたところ、「好き：１６人 嫌い：１５人」と

いう結果がでた。その中で、嫌いと答えた子どもたちの「算数の何が嫌いか」の項目で、「計算方法の

導き方が分からない」「文章問題が分からない」の返答が大変多くあった。 

その返答の中でも、「計算方法の導き方が分からない」「文章問題が分からない」と答えた子どもた

ちは、計算の仕方を導いたり文章問題から立式したりするときに、「何をどのように使っていいのか分

からない」という反応がほとんどであった。 

―４―１―１― 



３ 研究内容 

 

 

 

 

＜具体的な手立て＞ 

（ア）について 

【研究内容Ⅰ】文章問題の数量関係を捉え、思考の手立てとなる数直線指導のあり方 （理解）

 （ア）数直線のかき方指導 

 （イ）数直線上の数量関係の捉え方指導 

 

 数直線が機械的にかけるように、次のような手順 

で数直線をかくように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）について  

 数直線上に文章問題の数量関係を捉えるために、次のような手順で考えることができるように指

導する。 
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小数の学習で扱った資料

①２本の数直線をかく。 

②単位を考える。 

③文章問題の数量関係から、数直線に数量を位置

付ける。 ※（イ）と関連。 

④「１つ分・いくつ分・１つ分の大きさ・全体の

大きさ」という用語の意味などを理解させる。

 ※全体の大きさは右上になるのではなく、いく

つ分の上になることを注意する。 

①文章問題のひとつ分（１）の単位は何かを読み取り、下の段の数直線の単位を決める。 

②上の段の数直線の単位を決める。 

③下の段の数量（ひとつ分・いくつ分）の大小関係から数量の位置を決める。 

④上の段の数量（ひとつ分の大きさ・全体の大きさ）を③の数量関係から位置を決める。 

 ※全体の大きさは、いくつ分の上に来る。 

⑤すべての数量関係の位置関係を確認する。 
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３ 
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④「ひとつ分の大きさ」

は「ひとつ分」の、「全

体の大きさ」は「いく

つ分」の上になる。 

②もう一方の単位

を決める。 

③「ひとつ分」と「い

くつ分」の大小関係

から位置を決める。 ①「ひとつ分」から

単位を決める。 



 

 

 

 

＜具体的な手立て＞ 

（ア）について 

【研究内容Ⅱ】数直線の有効性を実感できる授業展開のあり方 （実感） 

（ア）数直線とその他の算数的活動「言葉、数、式、図」との関連性を大切にした授業展開 

（イ）児童の思考の助けとなる教師の指導・援助 

 

式の成り立ちを考えていくために、下記のような「立式するための算数的活動」を取り入れ、数

直線との関連性を確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（イ）について 

① 除数・被除数ともに簡単な整数に置き換える。 

② 除数を簡単な整数に置き換える。 

③ 言葉の式を用いる。   ※言葉の式の理由を説明する。 

※簡単な整数に置き換えて言葉の式をつくる。 

④ 既習内容を用いる。  （１つ分の大きさ）×（いくつ分）＝（全体の大きさ） 

                     ⇒（１つ分の大きさ）＝（全体の大きさ）÷（いくつ分）

⑤ 面積図を用いる。 

⑥ 数直線を用いる。 

⑦「①～⑥」を関連付けて考え、共通点を見出す。（本質に迫る） 

 

 上記の①～⑥のような算数的活動を活用できるように下記のようなヒントカードを準備する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ○ １のようなヒントカードを準備し、自由に選択し挑戦できるようにすることで、１つのこと

どんな算数的活動を取り入れていけばいいのか分からない児童に対して、上の①～⑥に

ついてのヒントカードを準備する。 

自分が取り組みたい算数的活動を自由に選択し、挑戦させる。 

１ 

１つ１つの算数的活動のヒントカードに、個々の理解力に応じてヒントの数が増えてい

くような段階を設定する。 

２ 

を追究するためにいろいろな考え方や方法があることを知り、１つの方法だけでなく２つ・３

つと意欲的に取り組み、少しでも多様な算数的活動ができる。 

○ ２のようなヒントカードを段階的に利用していけるように工夫することで、自分自身がどこ

まで理解し、どこまで考えることができたのか把握することができる。また、最初から最後ま

でヒントに頼るのではなく、途中からでも「どのように考えていけば解決できるのか」という

意欲をもち、主体的に活動することができる。 

 

⇒このように、２つの工夫を施すことで、本単元で取り組む算数的活動を理解し、今後の問

題に活用できるようにしたい。また、これらの算数的活動は関連性があり、最終的には数

直線を用いて立式したり、計算の仕方を考えたりできるようにさせたい。 
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＜具体的な手立て＞ 

（ア）について 

【研究内容Ⅲ】さまざまな文章問題や他の単元においての数直線の活用のあり方 （活用） 

（ア）いろいろな文章問題や他の単元においての数直線の位置付け 

（イ）数直線の定着を図る交流（ペア交流・全体交流） 

 

 問題文が提示されたら、数量関係を把握し、数直線のかき方の手順に沿って数直線をかく。そし

て、「ひとつ分・一つ分の大きさ・いくつ分・全体の大きさ」の何を求めたいのかを明らかにして

立式できるように、学習の流れを定着させる。 

（イ）について  

 数直線を活用した自分の考えをペアで交流することで、確認したり考えを深めたりすることがで

きるようにする。 

 

４．実践 

実践① ６年生 単元名『分数のかけ算』 

 ＜研究内容Ⅰに関わって＞  

この単元での重点は、「研究内容Ⅰの理解」に関わる「（ア）数直線のかき方」「（イ）数直線上の

数量関係の捉え方」を身に付けることである。問題文から数直線に示し、クラスで確認する時間を

確保して、定着を図った。 

 ＜実際の授業＞ 

 数直線のかき方・数量関係の捉え方を学 

習するにあたって、『分数のかけ算』の第１ 

時において、研究内容Ⅰの具体的な手立て 

にあるような手順で数直線を学習した。 

 

 

 

 

  

 

 

 

右の写真①は、上記の問題を立式するにあたって、５年生で学習した既習内容である「分数×整

数」から考えさせることにし、「いくつ分」を指すペンキの量を整数の２ｄＬに置 て考えさ

せた。その際、大切にしたことは、数量関係を捉えるために、（１）数直線上に「いくつ分・１つ

写真①

き換え

分の大きさ・全体の大きさ」を示すようにした。こうすることによ 問題の数量関係を捉えや

すくなった。 

また、立式するために、（２）「１ｄＬから２ｄＬにしたら何倍になっているのか」を数直線上に

って、

（１） 

（２） 

＜第１時の問題＞ 

１ｄＬで
5

4
ｍ の板をぬれるペンキがあ

ります。

2

このペンキ
3

2
ｄＬでは、何ｍ の

板がぬれるでしょう。 

2

5

4
示すようにした。すると、「なぜ、 ×２になるのか」が視覚的に捉えるやすくなった。 

―４―１―４― 



 そして、右の写真②のように、ペンキの 

量を分数に戻し、「分数×分数」でも「分数 

×整数」の時の（１）（２）と同様に、数直 

線上に示すことで立式することができた。 

 

 

 

 

＜実践の振り返り＞ 

 （成果） 

○「分数のかけ算」の第１時において、「数直線のかき方・数量関係の捉え方指導」を行ったこ

とによって、「これから数直線を活用して学習していく」という意欲につながった。 

○数直線上に（１）と（２）をかきこむことで、正しく立式することができた。 

○５年生の既習内容である「分数×整数」を取り扱ったことが、数量関係を捉えていくためのス

モールステップとなり、児童の思考の手助けとなった。 

（課題） 

●「分数のかけ算」の第 1 時の中で“数直線のかき方・数量関係の捉え方”を指導したが、時間

的に余裕がなく“数直線”について理解をさせるために第 2 時以降にも時間を取る必要があっ

た。「分数のかけ算」の第１時の前に“数直線指導”の授業を組み込むとよかった。 

  ⇒後述する『数直線の段階的な指導』でも触れる。 

 

実践② ６年生 単元名『分数のわり算』 

 ＜研究内容Ⅱに関わって＞ 

 この単元では、「研究内容Ⅱの実感」に関わる「数直線」とその他の算数的活動「言葉・数・式・

図」との関連性から、数直線の有効性を実感できるように授業を展開した。その際、数直線以外に

も多様な考え方ができるようにヒントカードを準備したり、全体交流での「深めの発問」を行った

りできた。 

 ＜実際の授業＞←Ⅱの(ア)に関わって 

 数直線の有効性を実感できるように、数直線以外の算数的活動である「かんたんな整数・言葉の

式・既習内容・面積図」を活用して考えた。

 

 

 

 

 

 

 右の写真（写真③）は、授業で児童が発 

表した考え方である。 
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写真② 

（１） 

（２） 

 研究内容Ⅰの手順に沿って、数

直線上に問題の数量関係を示す

ことで、立式の足場になった。 

 
写真③

＜第１時の問題＞ 

4

3
ｄＬで

5

2
ｍ の板をぬれるペンキがあ

ります。こ キ１ｄＬでは、何ｍ の

板がぬれるでしょう。 

2

のペン
2



 【数直線】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【かんたんな整数におきかえる】 

写真④
＜児童の説明＞ 

 例えば、ペンキの量を２ｄＬ、そのとき

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【言葉の式】 
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にぬれる面積を４ｍ
2 に置き換えて考える

と、まず、２ｄＬを１ｄＬにするために、

２でわります。そうすると、それに対応し

て、ぬれる面積の４も２でわるので、式は、

写真⑤
４÷２になります。 

同じように考えて、ペンキの量が３/４ｄ

Ｌのとき、１ｄＬにするために、３/４でわ

ります。それに対応して、ぬれる面積も３

/４でわるので、式は、２/５÷３/４になり

ます。            （写真④⑤）

拡大すると

＜児童の説明＞ 

 例えば、ペンキの量を２ｄＬ、そのとき
写真⑥にぬれる面積を４ｍ

2 に置き換えて考える

と、まず、２ｄＬを１ｄＬにするために、

２でわります。そうすると、それに対応し

て、ぬれる面積の４も２でわるので、式は、

４÷２になります。 

 同じように、ペンキの量を３ｄＬ、その

ときにぬれる面積を６ｍ に置き換えて考

えると、式は、６÷３になります。 

 だから、ペンキの量が３/４ｄＬ、そのと

きにぬれる面積が２/５ｍ とき、式は、 

２/５÷３/４になります。   （写真⑥）

2

2

写真⑦

＜児童の説明＞ 

 例えば、３ｄＬで２ｍ 2 の板がぬれるペ

ンキだったら、１ｄＬでぬれる面積を求め

る式は２÷３になります。 

これを言葉の式にすると、 

（ぬった面積）÷（ペンキの量）＝（１dL

でぬれる面積） 

だから、求める式は、２/５÷３/４にな

ります。          （写真⑦）



【言葉の式（既習内容）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜面積図＞ 

  

 

 

 

 

 

 

＜面積図＞ 

 

 

 

 

 

 

                       ⑪⑫）は、「数直線・面積図・

童が、「分数のかけ算」

に、式変形を行い、立式す

 

―７― 

写真⑧＜児童の説明＞ 

 「分数のかけ算」で学習した「全体の大

きさ」を求める公式は、 

（全体の大きさ）＝ 

（１つ分の大きさ）×（いくつ分）

これを使うと 

（１つ分の大きさ）＝ 

（全体の大きさ）÷（いくつ分）

だから、求める式は２/５÷３/４になり

ます。          （写真⑧）

＜児童の説明＞ 

 面積図を活用すると、下の段の単位は、

（ｄＬ）になり、上の段は、（ｍ ）になり

ます。単位がそろうように数を当てはめて

考えると、（１つ分の大きさ）である長方

形のたてが分からない。だから、長方形の

たてを求めるときは、（面積）÷（横）を

すればいいので、 

求める式は、２/５÷３/４になります。

（写真⑨）

写真⑨

左写真（写真⑩

言葉の式」を利用した児

で学習したことをもと

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

―４―１

2

 左上を長方形とみて、長方形の面積

を求める公式を利用して考える。 

 ※注意点として、下の段と横の段の 

それぞれの単位をそろえる。 

→数直線の活用の補助的な算数的活動 

写真⑩

写真⑪

写真⑫



 ＜実際の授業＞←Ⅱの(イ)に関わって 

【ヒントカードについて】 

児童の思考の手助けとなるようなヒントカード 

を準備した。自分の理解している段階に応じたヒ 

ントカードを活用することで、自分で選択し様々な考 

え方をすることができた。 

 また、ヒントカードを囲んで、児童同士で教え 

合ったり聞きあったりして学び合いの場になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【深めの発問について】 

 えること

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実践の振り返り＞ 

 （成果） 

○ヒントカードが児童の思考の手助けとなり、個人追究の時間に自力で考えることができた。 

○いろいろな方法で考えることができた。 

（課題） 

●数直線の有効性の実感を得るための、関連性を理解できた児童が少なかった。関連性を明確に

することが必要である。 

●ヒントカードを細かく段階的に作成したことで、 択するのに迷いが生じてしまっ

た。ヒントカードの精選が必要である。 

―４―１―８― 

同じヒントカードを囲んで、一緒になって

考えている様子。 

自分の理解している段階に応じてヒント

カードを選択している様子。 

深めの発問：「これらの方法から共通してい は何かな？」 

＜関連性＞ 

○ 整数に置き換えて考えることが、数直線や

○（１つ分の大きさ）を求めるためには、（全

○「分数のかけ算」のときと違って、数直線上

わり算になる。 

言葉の式で考えるもとになっている。 

体の大きさ）÷（いくつ分）を行えばいい。 

の矢印が逆を向いている。ということは、演算は、

数直線上に数量関係を示すことで、求める数量関係が明確になり、演算決

定ができ

実感

、立式できる。 

逆に児童が選



実践③ ６年生 単元名 『分数のかけ算』『分数のわり算』『 速 さ 』 

 ＜研究内容Ⅲに関わって＞ 

 これらの単元では、「研究内容Ⅲの活用」に関わる「いろいろな文章問題の数直線の位置付け」

を行い、数直線の定着を図るための交流（ペア・全体交流）を行った。 

 ＜実際の授業＞←Ⅲの(ア)に関わって 

 研究内容Ⅰ・Ⅱより、「理解・実感」した数直線を必ず活用することを徹底し、定着を図った。 

○単元名「分数のかけ算」 

  

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

○単元名「分数のわり算（分数倍とかけ算、わり算）

                     つ

できな

できたら、数直線上に数量関係を示すことができる。

そこで、問題文から、下の写真（写真⑮）のように
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」 

 この問題は、いままでのように「１つ分」「１

分の大きさ」を問題文から直接捉えることが

い問題である。「１つ分の大きさ」を捉えることが

「ノートと板書」で数量関係を整理した。 

＜練習問題１＞ 

１Ｌの中に、
4

1
8 ｇの食塩がふくまれて

いる食塩水があります。 

この食塩水
9

8
Ｌには何ｇの食塩がふ

くまれているでしょう。  （写真⑬）

＜練習問題２＞ 

8

1
6 ｍ の花だんがあります。１ｍ に2 2

7

2
2 ｄＬずつ肥料をまくと、肥料は何ｄ

Ｌいるでしょう。     （写真⑭）

写真⑬

学習してきた数直線を活用して問題を解いた。

写真⑭

＜練習問題３＞ 

 たくとさんの家では、３日間にジュー

スを右のように飲みました。きのう飲ん

だ量と、きょう飲んだ量は、それぞれお

ととい飲んだ量の何倍でしょう。 

おととい・・・２/３L 

きのう ・・・５/４Ｌ 

きょう ・・・2/５Ｌ 

写真⑮ 



 整理した表をもとに、右の写真（写真⑯）の 

ように数直線上に数量関係を示すことで、立式 

することができ、問題を解くことができた。 

 このように、「１つ分の大きさ」を視覚的に捉 

えることができなくても、もとになる数量を把 

握して１とすれば、数直線を活用して解くこと 

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どんな問題文でも、上の写真（写真⑰）の

１つ分の大きさ・全体の大きさ」で統一すること

やすくなった。 

 ※「割合・もとにする量・比べる量」など、

れば、立式することができる。公式を覚えて、 

公式に数を当てはめて解くことが苦手な児童には、数直線を活用したほうが理解しやすかった。 

 

 ＜交流の指導＞←Ⅲの(イ)に関わって 

 言語活動を通しての算数の力を伸ばす方法の一つとして、ペア交流〔確認、補充、疑問など〕を

―４―１―10― 

ように、数量関係を示す言葉を「１つ分・いくつ分・

で、児童は、数量関係を把握し、数直線上に示し

言い回しはたくさんあるが、児童が混乱しない言葉

にすることが大切である。 

 

○単元名「速さ」（写真⑱） 

 数直線を活用すれば、速さの問題でも公式を 

思い出さなくても解くことができる。 

 

 

 

 

 上記の公式を活用しなくて、数直線を活用す 

写真⑯

数直線上に数量関係を示せば、演算決定

でき、立式することができた。 

写真⑰ 

写真⑱

「速さ＝道のり÷時間」 

「道のり＝速さ×時間」 

「時間＝道のり÷速さ」 



位置づけるようにしている。本校では、4 年前から全校研究テーマで扱っている教科が国語科であ

る。そこで、“表現力の育成”をめざして全校体制で研究し、他教科でもこの“表現力”を身につ

けることができるように取り組んできた。 

 算数科の授業では次のように進めてきた。 

 ①交流の目的（意味）や手順を授業のオリエンテーション 

  で説明する。 

 ②交流カード【図 A】を 2 人で 1 枚持って、交流を行う。 

 ③掲示物【図 B】を算数教室にいつでも見られるように掲 

示し、必要に応じて利用する。 

 

 

     【図 A】 

 

 

 

  【図 B】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実践の振り返り＞ 

 

○ 

○ 

○ 

『交流名人になろう』 
《話す人》 

 ①「はじめに」「つぎに」などを使って、

  順じょよく話す。 

 ②必要なキーワードを使って話す。 

 ③教科書やノートを指やペンでさしなが

  ら話す。 

 ④「～ですね」「ここまではいいですか」

  などのように、相手に伝わったか確か

めながら話す。 

《聞く人》 

 ①相手の話をよく聞いて、よかったこと

などを話す。「キーワードを使っていま

した」「図があってわかりやすいです」

「～がわかりました」 

 ②わからないところは質問する。 
 ③間違っているところは教えてあげる。

（成果） 

苦手としていた文章問題に対して、「数直線を使えば簡単」と言う児童が増えてきた。 

短時間で文章問題を解ける児童が増えてきた。 

自分の考えのポイントをうまく話したり、筋道立てて相手に分かりやすく話せる児童が増えて

きた。 
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（課題） 

● 問題の内容を速く理解してしまう児童の中には、数直線をかかずに間違えてしまう子もいる。 

● 交流のマンネリ化を防ぐ意味で、いろいろなパターンで工夫して交流を行う必要がある。 

 

 

５ 成果と課題 

(１)アンケートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)単元テストにおけるデータより 

  このデータは、昨年度(5 年生時)の『小数のかけ算』『小数のわり算』など 6 単元の単元末テ 

ストと、今年度(6 年生時)の『分数のかけ算』『分数のわり算』『速さ』の 3 単元の単元末テスト 

のデータを、2 通りの観点から比較したものである。〔詳細データは別紙資料参照〕 

A 達成率による振り返り〔達成率の数値は、1/10 の位を四捨五入して整数値で表している〕 

１学期終了時に、次のようなアンケートを行った。 

①「数直線を使うと、使う前より文章問題を解きやすくなりましたか。」 

「解きやすくなった」：２６人。 「そうでもない」：５人。 

→「解きやすくなった」と答えた２６人のうち、１０人は、はじめのアンケートで「問

題から式の立て方がわからないから算数は嫌い」と答えた１５人のうちの児童。 

⇒問題を解く上で数直線はとても有効であることが分かる。 

 

②「そうでもない」と答えた児童に次のように質問した。 

「なぜそう思うか具体的に答えてください。」 

→問題文から数量関係「１つ分・１つ分の大きさ・いくつ分・全体の大きさ」を捉えて

数直線に示すことが難しい。特に、「１つ分・１つ分の大きさ」がわかりにくい問題文。

 

⇒数直線から立式する以前の段階でつまずいていることが分かる。 

達成率％ 5 年生 6 年生 

９０～１００ 9 人 １５人 

８０～９０ １１人 
２０人 ６７％ 

７人 
２２人 ７７％ 

７０～８０ 6 人  ２０％ 1 人   ３％ 

６０～７０ 1 人   ３％ 2 人   ７％ 

５０～６０ 0 人   2 人   ７％ 

４０～５０ 3 人  １０％ 1 人   ３％ 

３０～４０ 0 人   1 人   ３％ 

 ０～３０ 0 人    0 人   

以上  未満 ３０人   ２９人   

  ○目標達成率 80％を達成した児童は、昨年度より約 10％伸びている。学級の 3/4 の児童が 

いる。特に 90％以上の達成率がとても伸びていて、学級の半数以上の児童がこの 90％以 

上に入っている。 
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  〇達成率が 50％(半分)を切る児童が 10％から 6％に減っている。 

  ●見方を変えて 70％以上の児童で比較すると、昨年度は 87％で今年度は 80％になっている。 

学級あるいは学年としての全体の達成率を上げていくための手立てを考えていく必要があ 

る。 

 

 B 伸び率による振り返り〔達成率の数値は、1/10 の位を四捨五入して整数値で表している〕 

   

 

                           

 

   

  

 

 

   ●20％以上伸びた児童が 2 人、10％以上伸びた児童が 4 人いる反面、20％以上下がった 

児童が 2 人、10％以上下がった児童が 4 人いる。偶然ではなくしっかりとした自分の考 

え方で問題文を把握し、数直線をはじめとする解決方法を持って立式する力をつけるため 

に、習熟度別指導などを活かしながら指導にあたる必要がある。 

 

≪成果≫ 

○活用範囲の広い、また問題を解決するのにとても有効な“数直線”は、教科書の随所にかかれて

おり、多くの単元で活用されている。そんな“数直線”の良さを実感できた児童が多かった。 

○“数直線”の指導にあたっては、意味やかき方などを時間をかけて手順よく教え、そして利用す

る機会を増やす（繰り返し指導する）ことによって、多くの児童に定着を図ることができた。 

○文章問題を解くために、当たり前に数直線を活用する児童が増えた。 

○数量関係を示す算数的用語を「１つ分・１つ分の大きさ・いくつ分・全体の大きさ」に統一する

ことで、児童の思考をすっきりさせることができた。 

≪課題≫ 

●おはじきなどの具体物からテープ図、そして数直線へと発達段階に合わせて活用する道具がかわ

ってくるが、数直線の定着をより確かなものにして自由に活用させるためには、数直線のかき方

や意味、利用方法などをていねいに手順よく繰り返し指導していく必要がある。 

●「１つ分・１つ分の大きさ」がわかりにくい問題文において、数量関係を捉える手立てを考える

必要がある。 

●小学校の算数科においての「数直線の系統性」を把握し、系統的に指導することが、数直線の活

用をより深めることができる。 

●数直線を活用することを立式・求答で学習を終わらせるのではなく、それを用いて根拠を説明す

る言語活動を充実させることが大切である。 
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伸び率プラス １６人 

 

 

 

 

 全問正解 3 人 

○伸び率を比較すると、16 人 

〔55％〕が伸びている。学級で考

えると、半分を超えたの児童が伸 

びている。 

○伸び率がマイナスの児童の中に 

は、11 問中 1 問だけ間違えてし 

まった児童もいる。これらの児童 

を、ほぼ理解できている児童とし 

て伸び率プラスに入れてみると、 

学級の約 2/3 の児童がデータとし

て評価できる。 

 1 問誤答 ８人 

 2 問誤答 ３人 

 3 問以上誤答 2 人 

   

伸び率マ ナス １３人 イ

 4 人 1 問誤答 

20 人
〔69％〕

９人 
〔31％〕

 2 問誤答 4 人 

 3 問以上誤答 5 人 


